
現代の産業を支えるナノテクノロジーは数十 nm スケールの薄膜・微粒子などのナノマテリアルを基盤

に構築されています。このようなナノマテリアルの評価は既存の分析手法では難しく放射光などの量

子ビームを用いる必要があります。兵庫県には世界最大の放射光施設である SPring-8 と国内大学の

所有放射光施設としては最大である NewSUBARU が設置されており、世界的に見ても類を見ない群を

抜いた放射光利用環境にあります。放射光の発生原理からその特徴を概説し、先端材料研究の実例

を紹介します。 
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  ▼ 講座の概要  

 
 
 
 
 
 
 
  ▼ 講座内容 

平成２３年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

 

くらしの中の科学と技術 

放射光で探る先端材料の世界 
 

実施日:平成２３年 8 月 18 日（木） 時間：14：40～16：10

シンクロトロン放射光は光速に近い速度を持った荷電粒子から 

発せられる光で、このような光は相対論にしたがって振舞うため、 

直進性・高エネルギー・連続性・高輝度といった優れた特性を持 

つ光となります。現代のナノテクノロジー産業素材の評価にはこ 

のような優れた特性を持つ放射光を用いた吸収分光、蛍光分光、 

光電子分光などの分光分析により、評価が行われています。 

例えば、コンピュータのハードディスクや自動車のエンジン部品、 

ペットボトルのコーティングに用いられているアモルファスカー 

ボン薄膜は放射光を用いた吸収分光により、従来のラマン分光や 

電子エネルギー損失分光法に比べてはるかに高精度で骨格を 

構成する炭素原子の構造組成が評価されており、このような情 

報を基盤に国際標準化プロジェクトが進行しています。 

（上図：シンクロトロン放射光の発生原理） 

（下図：アモルファスカーボン薄膜の分類） 


